
し
ま
な
み
海
道

　
　「
多
々
羅
大
橋
」

（
今
治
市
上
浦
町
）

　

し
ま
な
み
海
道
に
あ
る
一
連
の
橋

梁
の
う
ち
今
治
側
か
ら
４
番
目
の

橋
で
、
愛
媛
県
と
広
島
県
と
の
県

境
に
か
か
る
斜
長
橋
で
す
。

　

一
九
九
九
年
の
完
成
時
に
は
斜

長
橋
と
し
て
世
界
最
長
を
誇
り
、

そ
の
鳥
が
羽
を
広
げ
た
よ
う
な
美

し
い
姿
は
見
る
者
を
圧
倒
し
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
の

年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、我
が
国
経
済
は
、ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
よ
り
景
気
回
復
基
調
に

あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

地
域
を
支
え
て
い
る
中
小
・
小
規

模
事
業
者
は
、原
材
料
価
格
の
高

騰
や
新
興
国
経
済
の
減
速
の
影
響

に
よ
り
依
然
と
し
て
収
益
改
善
が

見
ら
れ
ず
、特
に
地
方
に
お
い
て

は
景
気
回
復
の
実
感
が
得
ら
れ
な

い
環
境
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
を
全
国
津
々

浦
々
ま
で
波
及
さ
せ
、
地
域
経
済

に
好
循
環
を
も
た
ら
し
、
地
域
が

元
気
を
取
り
戻
し
、
国
民
が
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
も
う
一
段
階
の
消
費
拡
大
と

強
力
な
地
方
再
生
へ
の
支
援
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

我
々
商
工
会
地
域
に
お
い
て

は
、
地
方
経
済
の
衰
退
や
人
口
減

少
、
高
齢
化
等
に
よ
り
厳
し
い
環

境
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
一
昨

年
成
立
し
た
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
や
改
正
小
規
模
支
援
法
の
施

策
を
活
用
し
、
小
規
模
事
業
者
へ

寄
り
添
っ
た
形
で
の
持
続
的
な
支

援
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け

た
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
商
工
会
組
織

の
環
境
も
、
高
齢
化
や
後
継
者
不

在
に
よ
る
商
工
業
者
の
減
少
に
よ

り
、
組
織
的
に
も
財
政
的
に
も
厳

し
さ
が
増
し
、
運
営
自
体
に
も
課

題
が
山
積
し
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
特
に
、
商
工
会
合
併
か
ら

約
十
年
が
経
ち
ま
す
が
、
合
併
商

工
会
に
お
い
て
は
職
員
数
が
減
少

し
、
既
存
事
業
へ
の
対
応
に
も
限

界
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
創
生
が
言
わ
れ
る
今
日
、

商
工
会
の
役
割
は
重
要
性
が
増

し
、
経
営
支
援
機
関
と
し
て
の
機

能
と
地
域
経
済
団
体
と
し
て
地
域

の
振
興
に
も
資
す
る
機
能
が
求
め

ら
れ
、
両
立
し
た
運
営
が
必
要
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、

商
工
会
の
業
務
や
既
存
事
業
等
を

見
直
し
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
も
含
め

た
整
理
が
必
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
、
商
工
会
が
支
援
機
関
と

し
て
存
続
し
て
い
く
た
め
に
も
、

小
規
模
支
援
法
等
の
趣
旨
を
ご
理

解
頂
き
、
経
営
発
達
支
援
を
柱
と

し
た
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
、

役
職
員
並
び
に
会
員
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
商
工

会
の
適
切
な
運
営
や
組
織
支
援

を
進
め
、
次
代
に
繫
げ
る
組
織
と

し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
ご
支

援
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
県
下
一
万
会
員
の

皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
の

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
我
が
国
経
済
は
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
る
回
復
基

調
か
ら
ア
ジ
ア
経
済
の
減
速
等

に
よ
り
、
景
気
が
足
踏
み
状
態
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
東
京
五
輪

開
催
ま
で
四
年
と
な
り
、
公
共
投

資
が
活
気
づ
く
こ
と
に
加
え
、
五

月
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
昨
年
以
上
に

訪
日
観
光
客
が
増
加
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
景
気
は
ゆ
る
や
か

な
が
ら
も
回
復
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
商
工
会
連
合
会
で
は
、

平
成
二
十
七
年
度
を
「
小
規
模

企
業
振
興
元
年
」
と
位
置
付
け
、

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
や
改

正
小
規
模
事
業
者
支
援
法
を
踏

ま
え
た
積
極
的
な
対
応
や
、
地

方
創
生
へ
の
主
体
的
対
応
を
行

う
こ
と
等
を
重
点
計
画
に
据
え
、

事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
小
規
模
事
業
者
を
支
援
す

る
た
め
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
成
果
の
ひ
と
つ
と

し
て
「
地
産
地
販
施
設
の
整
備

費
」
や
「
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
」
が
大
幅
に
拡
充
さ

れ
、
新
し
く
地
域
資
源
を
活
用

し
た
商
品
な
ど
の
開
発
等
に
対

す
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
「
ふ

る
さ
と
名
物
応
援
事
業
」
な
ど

の
新
し
い
事
業
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
寄
り

添
っ
た
伴
走
型
支
援
機
関
と
し
て

よ
り
一
層
き
め
細
か
な
経
営
支
援

を
実
践
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
現
在
、
百
七
十
の
商
工

会
が
「
経
営
発
達
支
援
計
画
」
の

認
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
で

き
る
限
り
早
く
全
て
の
商
工
会
が

認
定
さ
れ
る
よ
う
、
各
都
道
府
県

商
工
会
連
合
会
と
も
連
携
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
資
質
向
上
や
、

支
援
サ
ー
ビ
ス
充
実
に
懸
命
に
取

組
み
、
原
材
料
、
人
件
費
髙
に
苦

し
む
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
生
産
性
向
上
に
も
寄
与
し
て
い

く
所
存
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
地
域
の
振
興
・
創
生

の
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
で

「
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
」「
頼
り
に

さ
れ
る
商
工
会
」
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆

様
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員

の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り

ま
し
て
、
今
年
が
明
る
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

新
春
の
ご
挨
拶

愛
媛
県
商
工
会
連
合
会

会 

長
　
村
上
　
友
則

全
国
商
工
会
連
合
会

会 

長
　
石
澤
　
義
文

●
●
●

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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去
る
十
一
月
九
日（
月
）、
松
山

全
日
空
ホ
テ
ル
で
、
約
一
七
〇
名

の
出
席
者
を
迎
え
、
商
工
会
法
施

行
・
連
合
会
創
立
五
十
五
周
年
記

念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
開
会
宣
言
、
国

歌
斉
唱
の
後
、
村
上
県
連
会
長
が

「
五
十
五
周
年
を
迎
え
た
今
日
、

商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
本
日

の
式
典
を
契
機
と
し
て
、
組
織
の

強
化
は
も
ち
ろ
ん
、
役
職
員
の
意

識
改
革
を
図
り
、
本
来
の
小
規
模

企
業
へ
の
支
援
機
能
充
実
や
急
激

な
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
前
向

き
な
発
想
で
進
め
て
い
く
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
五
十
五
周
年
記
念
の

表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、
成
瀬
四
国

経
済
産
業
局
長
、
中
村
愛
媛
県
知

事
、
本
宮
愛
媛
県
議
会
議
長
よ
り

祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、国
土
交
通
副
大
臣

兼
内
閣
府
副
大
臣
兼
復
興
副
大
臣

の
山
本
順
三
氏
を
講
師
に
「
地
方

創
生
に
向
け
た
小
規
模
事
業
者
の

役
割
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、地
方

創
生
や
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
、

最
新
技
術
、政
治
の
動
向
等
に
つ
い

て
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

第
三
部
で
は
、
記
念
パ
ー
テ
ィ

が
行
わ
れ
、
来
賓
の
方
々
や
参
加

者
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
五
十
五
周
年
記
念
表
彰

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

■
四
国
経
済
産
業
局
局
長
表
彰

【
優
良
商
工
会
青
年
部
】

　

鬼
北
町

【
優
良
商
工
会
女
性
部
】

　

東
温
市

【
優
良
商
工
会
青
年
部
功
労
者
】

　

村
上
哲
也
（
し
ま
な
み
）

【
優
良
商
工
会
女
性
部
功
労
者
】

　

竹
口
禮
子
（
砥
部
町
）

【
優
良
常
勤
役
職
員
】

　

池
田
潔
（
し
ま
な
み
）

■
愛
媛
県
知
事
表
彰

【
優
良
商
工
会
】

　

�

保
内
町
、
し
ま
な
み
、
上
島
町
、

双
海
中
山

【
優
良
商
工
会
青
年
部
】

　

西
予
市
、周
桑
、上
島
町
、越
智

【
優
良
商
工
会
女
性
部
】

　

周
桑
、鬼
北
町
、西
予
市
、保
内
町

【
役
員
功
労
者
】

　

�

倉
本
睦
男（
上
島
町
）、
村
上
友

則（
し
ま
な
み
）、久
保
芳
文（
双

海
中
山
）、
上
岡
茂（
川
上
）、

加
藤
勝
恵（
松
野
町
）、
廣
瀨
秀

晴（
伊
方
町
）、
安
野
邦
彦（
越

智
）、
若
松
勲（
保
内
町
）、
梅

原
隆
志（
西
予
市
）、石
橋
博（
中

島
）、沼
田
洋
一（
久
万
高
原
町
）

■
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
役
員
功
労
者
】

　

�

鈴
木
博
士（
土
居
町
）、
今
井
博

志
、
高
橋
宏
明
、
佐
伯
義
明（
周

桑
）、
森
孝
司
、
菅
恒
彦
、
鎌
田

英
一（
越
智
）、
上
窪
幸
知（
し
ま

な
み
）、
松
本
光
弘（
上
島
町
）、

大
野
正
志
、
高
岡
春
彦（
久
万

高
原
町
）、
正
岡
淳
子
、
入
岡
清

（
双
海
中
山
）、
山
本
忠
志
、
大

西
啓
介（
内
子
町
）、
松
田
武（
伊

方
町
）、谷
本
英
樹
、米
田
直（
西

予
市
）、西
﨑
徹
、堀
川
克
洋（
津

島
町
）、
山
崎
匡（
松
野
町
）、
井

上
傑
、
土
居
美
幸（
愛
南
町
）

【
永
年
勤
続
職
員
・
二
十
年
以
上
】

　

�

鈴
木
克
典（
土
居
町
）、
菅
江
美

（
上
島
町
）、
渡
部
誠
二（
北
条
）、

渡
部
好
弘
、
白
戸
謙
一（
東
温

市
）、
日
野
由
香
里（
久
万
高
原

町
）、山
本
修
一
、玉
井
ゆ
か
り（
長

浜
町
）、
兵
頭
美
栄（
川
上
）、
矢

野
利
明（
伊
方
町
）、
山
下
光
代
、

大
塚
雅
裕（
西
予
市
）、
鶴
井
一

之
、
河
野
常
代（
吉
田
三
間
）、

金
繁
博
樹
、
西
田
利
枝（
津
島

町
）、
岡
本
志
津（
鬼
北
町
）、
岩

上
睦
、
富
岡
由
紀
、
岩
井
由
香

里（
愛
南
町
）、
松
田
恵
美（
県
連
）

【
永
年
勤
続
職
員
・
三
十
年
以
上
】

　

�

大
北
修（
周
桑
）、田
窪
政
博（
し

ま
な
み
）、
椋
名
克
明（
北
条
）、

田
中
紹
弘（
砥
部
町
）、
八
石
朱

美（
久
万
高
原
町
）、
安
藤
加
代

子（
保
内
町
）、
岩
井
美
鈴（
伊

方
町
）、
高
橋
章
司（
県
連
）

　

※
商
工
会
名
等
は

平
成
二
十
六
年
度
末
時
点
。

商
工
会
法
施
行
・
連
合
会
創
立
五
十
五
周
年
記
念
式
典

挨拶する村上会長認
定
支
援
機
関
の
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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昨
年
十
一
月
十
九
日（
木
）、Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、第
五
十
五
回

商
工
会
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
約
三
千
名
、本
県
か
ら

は
二
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
石
澤
全
国
連
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
安
倍
内
閣
総
理

大
臣
（
代
理　

萩
生
田
内
閣
官
房

副
長
官
）、
林
経
済
産
業
大
臣
か

ら
の
祝
辞
、
ま
た
、
多
数
の
関
係

団
体
を
代
表
し
て
、
高
田
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
理
事
長
か
ら
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
意
見
表
明
・
大
会
決

議
に
移
り
、
小
野
木
大
会
副
会
長

か
ら
、次
の
決
議
案
が
発
表
さ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
経
営
改
善
普
及
事
業

へ
の
貢
献
や
共
済
事
業
、
会
員
増

強
等
の
優
良
団
体
・
個
人
へ
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
県
の
被
表
彰
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

【
優
良
常
勤
役
職
員
】

　

中
内　

美
幸
（
砥
部
町
）

　

水
木　
　

要
（
し
ま
な
み
）

【
優
良
青
年
部
】

　

砥
部
町
商
工
会
青
年
部

■
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
優
良
商
工
会
】

　

伊
方
町
商
工
会

【
優
良
女
性
部
】

　

愛
南
町
商
工
会
女
性
部

【
青
年
部
功
労
者
】

　

山
田　

宏
介
（
砥
部
町
）

【
役
員
功
労
者
】

　

三
木　
　

博
（
土
居
町
）

　

能
智　

正
雄
（
周
桑
）

　

越
智　

岩
視
（
越
智
）

　

益
田　

秀
男
（
し
ま
な
み
）

　

渡
辺　

稔
雄
（
し
ま
な
み
）

　

松
浦　

哲
久
（
上
島
町
）

　

忽
那　

哲
郎
（
北
条
）

　

渡
部　

秀
司
（
北
条
）

　

和
田　

宏
一
（
東
温
市
）

　

小
倉　

耕
介
（
久
万
高
原
町
）

　

古
田　

邦
博
（
久
万
高
原
町
）

　

宮
野　

篤
夫
（
双
海
中
山
）

　

津
田　

善
久
（
双
海
中
山
）

　

宇
都
宮　

進
（
西
予
市
）

　

清
家　

芳
徳
（
西
予
市
）

　

岡
田　

清
志
（
西
予
市
）

　

藤
堂　

徳
夫
（
津
島
町
）

【
優
良
常
勤
役
職
員
】

　

山
本　

純
一
（
周
桑
）

　

森
田　

文
子
（
越
智
）

　

向
井　

恵
子
（
砥
部
町
）

　

佐
竹　

和
代
（
鬼
北
町
）

　

村
上　

ル
ミ
（
県
連
）

※
職
員
の
所
属
商
工
会
は
、

平
成
二
十
六
年
度
末
時
点
。

第
55
回

商
工
会
全
国
大
会

一
、�

地
域
経
済
を
活
性
す
る
“
力

強
い
景
気
対
策
”の
実
施

一
、�

小
規
模
事
業
対
策
の
拡
充
・

強
化

一
、�

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
力

に
よ
る
地
方
創
生
の
実
現

一
、�

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
活

力
に
資
す
る
税
制
・
社
会
保

障
等
の
実
現

一
、�

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故

か
ら
の
復
興
の
加
速
化

小
さ
な
掛
金
、
大
き
な
保
障
。
商
工
貯
蓄
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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第
十
七
回
商
工
会
青
年
部
全
国

大
会
が
、
昨
年
十
一
月
十
日
、
兵

庫
県
・
神
戸
国
際
展
示
場
・
神
戸

国
際
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
響
周（
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｉ
）」

～
二
十
年
目
の
未
来
～
を
テ
ー
マ

に
、
全
国
か
ら
約
三
千
名
の
青
年

部
員
が
参
加
し
、
愛
媛
県
か
ら
も

三
十
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
全
国
商
工
会
青
年

部
連
合
会
の
植
村
会
長
か
ら
挨
拶

の
後
、
感
謝
状
贈
呈
が
あ
り
、
本

県
か
ら
は
、
愛
南
町
商
工
会
の
宮

本
大
輔
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
全
国
六
ブ
ロ
ッ
ク
の
代

表
者
に
よ
る
主
張
発
表
大
会
が
開

催
さ
れ
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
は
竹
本
浩
さ
ん
（
広
島
県
）

が
出
場
さ
れ
、「
か
け
が
え
の
な
い

人
た
ち
と
、
か
け
が
え
の
な
い
地

域
の
た
め
に
」
と
題
し
、
豪
雨
災

害
で
の
青
年
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、「
青
年
部
は
人

情
だ
ろ
！
」
大
衆
演
劇
を
使
っ
た

商
店
街
活
性
化
に
つ
い
て
発
表
さ

れ
た
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
鷹
箸

直
樹
さ
ん
（
石
川
県
）
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
部
大
学
教
授
で
フ

ジ
テ
レ
ビ
の
「
さ
ん
ま
の
ホ
ン
マ

で
っ
か
Ｔ
Ｖ
」
な
ど
で
活
躍
中
の

武
田
邦
彦
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が

行
わ
れ
、「
震
災
復
興
か
ら
二
十

年
『
今
、
わ
た
く
し
た
ち
の
で
き

る
事
』
～
環
境
と
未
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
国
家
の
発
展
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
の
歴
史
な
ど
を
話

さ
れ
、
未
来
に
向
け
た
活
動
を
し

て
欲
し
い
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
頂
き

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
交
流
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
、
全
国
の
部
員
と
交
流
を
深

め
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資

質
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
十
七
回
商
工
会
女
性
部
全
国

大
会
が
、
昨
年
十
月
七
日
、
東
京

都
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
確
か
な
真
心
、
未
来
へ
続
け
、

が
ん
ば
る
力
～
女
性
の
輝
き
で
街

に
に
ぎ
わ
い
を
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

全
国
か
ら
約
三
千
名
の
女
性
部
員

が
参
加
し
、
本
県
か
ら
も
六
十
名

が
参
加
し
ま
し
た
。　

�

　

式
典
で
は
、
全
国
連
石
澤
会
長

よ
り
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
各
種
事

業
表
彰
も
行
わ
れ
、
ま
ち
（
地
域
）

づ
く
り
顕
彰
、
部
員
増
強
運
動
、

女
性
部
カ
ー
ド
必
携
促
進
運
動

等
、
九
県
女
性
連
、
八
女
性
部
が

受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
六
ブ
ロ
ッ
ク
の

代
表
者
に
よ
る
主
張
発
表
大
会
が

開
催
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
中
国・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
寒
川
福
見

さ
ん
（
香
川
県
）
が
、
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
銀
座
「
ク
ラ
ブ
稲
葉
」

の
オ
ー
ナ
ー
マ
マ
白
坂
亜
紀
氏
に

よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、「
銀

座
の
マ
マ
に
学
ぶ�

人
間
力
！
女
子

力
！
ビ
ジ
ネ
ス
力
！
」
を
テ
ー
マ

に
、
銀
座
で
の
体
験
を
も
と
に
、

日
本
人
の
見
返
り
を
求
め
な
い
我

慢
の
美
意
識
「
粋
」、
日
本
人
の

家
族
だ
け
で
な
く
他
人
に
も
気
遣

う
こ
と
の
で
き
る
「
思
い
や
り
・

お
も
て
な
し
」
の
心
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
女
性
な
ら

で
は
の
気
づ
き
、
細
や
か
さ
、
調

和
力
。
こ
う
し
た
力
こ
そ
も
っ
と

活
用
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
移
動
研
修
で
は
、
柴
又

商
店
街
、
築
地
場
外
市
場
を
中
心

に
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
は
と

バ
ス
ガ
イ
ド
よ
り
、
各
地
を
移
動

中
、
東
京
で
の
先
進
的
な
産
業
へ

の
取
組
み
や
、
文
化
歴
史
に
つ
い

て
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
女
性

部
と
し
て
の
資
質
向
上
を
は
か
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

青
年
部
全
国
大
会

女
性
部
全
国
大
会

最優秀賞を受賞した鷹箸直樹さん（石川県）

全国商工会女性部連合会　末武栄子会長

青
年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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富
永
建
設
株
式
会
社

大
洲
市
河
辺
町
植
松
四
〇
七

　　
（
大
洲
市
立
肱
川
小
学
校
五
年
生
）

大

野
　　

莉

夢

さ
ん

 

「
わ
た
し
の
お
父
さ
ん
」

　

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は
、
家
族

の
た
め
に
力
い
っ
ぱ
い
働
い
て
く

れ
て
い
ま
す
。
時
に
は
厳
し
く
、

時
に
は
優
し
く
し
て
く
れ
て
、
た

ま
に
ち
ょ
っ
と
変
な
ポ
ー
ズ
を
し

た
り
、悪
ふ
ざ
け
を
し
た
り
し
て
、

い
つ
も
家
族
は
大
爆
笑
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
お
父
さ
ん
が
い
る
か

ら
、
こ
う
し
て
明
る
い
家
族
に

な
っ
た
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
の
仕
事

は
、
道
路
を
作
っ
た
り
す
る
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
は
、

い
ろ
い
ろ
な
会
に
行
っ
て
夜
も
い

な
い
時
が
あ
る
の
で
、
お
父
さ
ん

と
遊
び
に
行
く
時
は
、
思
い
出
に

残
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
で
も

毎
日
仕
事
な
の
で
あ
ん
ま
り
遊
べ

る
時
間
が
少
な
い
け
ど
、
な
る
べ

く
わ
が
ま
ま
を
言
わ
な
い
よ
う
に

し
た
い
で
す
。
遊
び
に
行
く
時
に

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し
て
、

と
て
も
長
い
滑
り
台
が
あ
る
と
こ

ろ
を
選
ん
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

た
り
し
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
、
お
父
さ
ん
は
宝

物
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
休
み
の

日
に
公
園
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

る
お
父
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。
料

理
を
作
っ
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
も

大
好
き
で
す
。
で
も
家
族
を
笑
わ

せ
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
が
一
番
大

好
き
で
す
。い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

■
店
舗
紹
介
　
　
　
　

　

今
年
で
開
業
八
十
年
目
、
昭
和

六
十
一
年
、
現
在
地
に
移
転
し
て

か
ら
三
十
年
に
な
り
ま
す
。
創
業

時
か
ら
一
貫
し
て
、「
品
質
を
重

視
し
た
品
揃
え
」
と
「
セ
ン
ス
の

良
い
店
づ
く
り
」
で
「
地
域
一
番

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
」
と
し

て
営
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

■
補
助
金
利
用
の
き
っ
か
け

　

店
舗
前
の
大
型
看
板
は
車
の
入

出
庫
時
に
視
界
の
妨
げ
に
な
り
安

全
面
で
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
店
舗
前
と
店
舗
横
の
駐
車
場

に
は
段
差
が
あ
り
、
往
来
が
で
き

ず
不
便
で
し
た
。
補
助
金
は
今
ま

で
利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
商
工
会
経
営
指
導
員

さ
ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り

申
請
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

　

幹
線
道
路
に
面
し
た
老
朽
化
が

著
し
い
看
板
を
撤
去
す
る
と
と
も

に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
付
き
に
取
り
替

え
、
移
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
店
舗
前
の
舗
装
工
事
も

行
い
、段
差
解
消
も
図
り
ま
し
た
。

■
取
組
後
の
効
果

　

今
ま
で
大
型
看
板
で
遮
ら
れ
て

い
た
駐
車
場
か
ら
の
視
界
が
開

け
、
来
店
の
多
く
を
占
め
る
シ
ニ

ア
層
が
「
安
心
し
て
車
の
出
入
り

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
交
通
事
故

を
未
然
に
防
げ
て
い
る
」
と
大
変

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

撤去した従前の 5 ｍ
大型看板と隣の横案
内板が前面の県道へ
の出入りの視覚の遮
りとなっていた。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
て

　
　
　
有
限
会
社
さ
か
い
　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
さ
か
い

　
　
　
代
表
取
締
役
　
中
島
　
　
瞳

　
　
　
伊
予
郡
松
前
町
筒
井
二
九
一

−

七

施 工 前

施 工 後

商
工
会
の
会
計
シ
ス
テ
ム
「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
」
で
経
営
の
合
理
化
を
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当
店
（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
ま
う
ち
）
は
一
九
七
〇
年
、

酒
類
小
売
業
と
し
て
開
業
。
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
コ
ン
ビ
ニ

が
進
出
し
て
く
る
か
な
り
前
の

一
九
八
〇
年
に
は
店
名
に
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
い
う
名
称
を

い
ち
早
く
冠
し
、
地
域
密
着
型
の

総
合
食
料
品
小
売
業
へ
業
態
転
換

し
て
営
業
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ェ
ー
ン
が
次
々
と
開
店
し
て
い

く
中
、
大
手
に
負
け
な
い
売
上
を

上
げ
て
き
た
の
は
、
惣
菜
部
門
の

人
気
に
そ
の
要
因
が
あ
り
、
店
内

で
毎
日
作
る
惣
菜
は
地
元
の
新
鮮

な
食
材
を
で
き
る
だ
け
使
い
、
大

量
生
産
に
は
で
き
な
い
絶
妙
な
味

で
、
毎
日
お
昼
時
に
な
る
と
惣
菜

コ
ー
ナ
ー
に
は
人
だ
か
り
が
で
き

る
ほ
ど
の
人
気
で
す
。

　

特
に
秘
伝
の
タ
レ
に
じ
っ
く
り

と
付
け
込
ん
で
揚
げ
る
唐
揚
げ
は

人
気
№
1
商
品
で
、
冷
え
て
も
お

い
し
い
唐
揚
げ
と
好
評
で
す
。
お

近
く
に
お
越
し
の
際
に
は
一
度
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

代表　山内　雅彦 氏

　

新
年
に
あ
た
り
、
今
年
こ
そ
は

「
○
○
す
る
」
と
の
目
標
を
立
て
ら

れ
た
方
に
は
失
礼
か
と
思
い
ま
す

が
、
目
標
達
成
で
き
る
の
は
、
お

よ
そ
十
人
に
一
人
の
割
合
だ
そ
う

で
す
。
自
分
が
そ
の
一
人
に
な
れ

な
い
の
は
、
間
違
っ
た
目
標
を
立

て
て
い
る
か
ら
と
の
こ
と
で
す
。

本
当
に
そ
う
な
の
か
、
分
か
り
や

す
い
事
例
で
考
え
て
み
ま
す
。

　

例
え
ば
、
年
末
ま
で
に
百
万
円

貯
め
る
と
い
う
目
標
を
立
て
た
と

し
ま
す
。
よ
く
あ
る
目
標
で
す
。

し
か
し
、
ど
う
や
っ
て
貯
め
る
の

か
ま
で
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
。
こ

れ
で
は
、
よ
っ
ぽ
ど
意
志
の
強
い

人
で
な
い
限
り
、
お
そ
ら
く
一
か

月
後
に
は
目
標
を
立
て
た
こ
と
自

体
を
忘
れ
て
い
る
か
、
半
年
も
す

れ
ば
観
念
し
て
諦
め
る
か
の
ど
ち

ら
か
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
で
き

な
い
人
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
具

体
的
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

こ
の
ケ
ー
ス
だ
と
、
毎
月
最
低
五

万
円
貯
金
し
て
、
余
裕
の
あ
る
時

は
多
め
に
す
る
と
い
う
目
標
の
方

が
実
現
し
や
す
い
よ
う
で
す
。

　

目
標
達
成
に
向
け
て
の
プ
ロ
セ

ス
は
、
ゴ
ー
ル
か
ら
逆
算
し
長
期
・

中
期
・
短
期
で
根
拠
の
あ
る
数
値

を
設
定
す
る
の
が
良
い
よ
う
で
す
。

例
え
ば
「
老
後
に
安
心
で
き
る
だ

け
の
蓄
え
」
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
と
、

「
そ
の
た
め
に
は
現
役
時
代
に
い
く

ら
貯
蓄
す
る
」
が
長
期
目
標
と
な

り
ま
す
。
次
に
「
そ
の
た
め
に
は

毎
年
い
く
ら
貯
蓄
す
る
必
要
が
あ

る
」
が
中
期
目
標
。
そ
し
て
「
そ

れ
を
達
成
す
る
に
は
毎
月
い
く
ら

残
さ
な
い
と
い
け
な
い
か
」
が
短

期
目
標
と
な
る
の
で
す
。

　

新
年
に
あ
た
り
、
今
年
末
を

ゴ
ー
ル
と
し
た
目
標
を
決
め
る
際

に
は
、
少
な
く
と
も
短
期
・
中
期

く
ら
い
の
目
標
を
立
て
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
は
、

努
力
す
れ
ば
実
現
可
能
な
具
体
的

数
値
目
標
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
商
売
を
す
る
上
で
の
経
営
計

画
目
標
も
同
じ
で
す
。
最
終
目
標

を
決
め
た
ら
、
ゴ
ー
ル
に
至
る
ま

で
の
長
期
・
中
期
・
短
期
目
標
を

立
て
、
プ
ロ
セ
ス
管
理
を
し
っ
か

り
と
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

嘱託専門指導員

宮岡　　稔

　11月15日（日）、県下３商工会において実
施し30名が合格（受験者数53名）しました。
◦級別合格者内訳
　　　２級　２名　　　６級　４名
　　　３級　12名　　　７級　３名
　　　４級　３名　　　８級　１名
　　　５級　５名

第179回珠算検定結果

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
ま
う
ち

　

代
表　

山
内　

雅
彦

四
国
中
央
市
土
居
町
蕪
崎

六
五
一

−

七

調査の期日：平成28年６月１日現在で行われます。

調査の対象：全国すべての事業所・企業が対象となります。

調 査 事 項：�名称及びTEL番号、所在地、経営組織、従
業者数、主な事業の内容、消費税の税込み
記入・税抜きの別、売上（収入）金額、費
用項目、事業別売上（収入）金額、電子商
取引の有無及び割合など。

平成28年経済センサス（活動調査）

国
・
県
の
実
施
す
る
各
種
支
援
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う



本年も、商工会をよろしくお願い申し上げます。

  

商
工
会
名
　
　
　 

会
　
長

土
居
町
　 

好
井
幸
三
郎

周
　
　
桑
　 

渡
部
　
英
志

越
　
　
智
　 

寺
井
　
政
博

し
ま
な
み
　 

村
上
　
友
則

上
島
町
　 

倉
本
　
睦
男

北
　
　
条
　 
萩
山
　
陽
右

中
　
　
島
　 
石
橋
　
　
博

東
温
市
　 

越
智
　
俊
充

久
万
高
原
町
　 

大
野
　
正
志

松
前
町
　 

三
好
　
　
茂

砥
部
町
　 

大
西
　
　
光

双
海
中
山
　 

久
保
　
　
榮

長
浜
町
　 

戎
　
　
範
久

川
　
　
上
　 

上
岡
　
　
茂

内
子
町
　 

酒
口
　
　
強

保
内
町
　 

若
松
　
　
勲

伊
方
町
　 

井
上
　
喜
樹

西
予
市
　 

酒
井
宇
之
吉

吉
田
三
間
　 

薬
師
寺
浩
幸

津
島
町
　 
西
﨑
　
　
徹

鬼
北
町
　 

岡
本
　
國
和

松
野
町
　 

加
藤
　
勝
恵

愛
南
町
　 

平
田
　
　
稔

県
青
連
　 

山
田
　
宏
介

県
女
性
連
　 

西
岡
千
代
子

− 8−
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事業承継 皆さまの事業承継に関する
お悩みを解決します！
ご相談は、まず伊予銀行へ！

お問い合わせはお近くの〈いよぎん〉の窓口または、下記までお問い合わせください。

089-931-9640 iyo016ova6@iyobank.co.jp
（平成27年5月8日現在）

事業承継のほか、医療介護経営支援、退職金制度、遺言信託等に関する
多彩なソリューションメニューをご用意しております。

人的承継物的承継

●出資持分の後継者へ
のスムーズな移転
●出資持分評価の引き
下げ

相続対策 ●遺産分割の対策支援
●相続税や贈与税の納付資金の確保

●後継者の育成支援
●第三者への事業承継
支援

事業承継のポイント

事業承継

いよぎん
コンサルティング
サービス

C O N S U L T I N G  S E R V I C E

□事業承継広告原稿　サイズ：173×92㎜（カラー）

新しい力が、明日をつくる。

商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う


